
ぶ
ん
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
森
林
の

循
環
利
用
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
講
演
会

で
は
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
の
た

め
に
森
林
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
え
る

の
か
、
最
新
の
研
究
を
中
心
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
招
待
講
演

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
は
何
が
で
き
る
か
？
」

松
本 

光
朗
（
近
畿
大
学
農
学
部 

教
授
）

●
一
般
講
演

「
こ
こ
ま
で
で
き
た
林
業
の
機
械
化
と
効

率
化
」

壁
谷 
大
介
（
植
物
生
態
研
究
領
域 

チ
ー

ム
長
）

「
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
開
発
・
普
及
と
森

林
吸
収
源
」

栗
田 

学
（
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
育
種
部
育

種
第
一
課 

課
長
）

「
建
築
構
造
、
建
築
空
間
で
の
木
材
、
木

質
材
料
の
利
用
に
向
け
て
」

平
松 

靖
（
複
合
材
料
研
究
領
域 

領
域
長
）

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状

と
コ
ス
ト
に
つ
い
て
」

柳
田 

高
志
（
木
材
加
工
・
特
性
研
究
領
域 

チ
ー
ム
長
）

●
ポ
ス
タ
ー
発
表

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
２
０
５
０
年
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
達
成
の
た
め
に
何
が
必
要
か
？
」

▼持続可能な開発目標 (SDGs）

森林総合研究所は、森林・林業・木材産業等の幅広い研究を通して、国連の持続的な

開発目標（SDGs）の達成に積極的に貢献しています。

該当する目標と記事のページ数は、下記の通りです。

P.3, 8, 14, 16,
   18

P.16, 18 P.3, 8, 14, 16,
   18

P.3, 8, 14, 16,
   18, 20

公
開
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
公
開
講
演
会
は
感
染
対
策
を

行
っ
た
上
で
、
３
年
ぶ
り
に
現
地
で
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
現
地
に

お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
ご
都
合
で
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
に
は
事
前
登
録
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
森
林
総
合
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
２
０
２
２
年
度 

森
林
総
合
研
究
所
公
開

講
演
会

「
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
の
た

め
の
森
林
の
役
割
」

日
時
：
２
０
２
２
年
10
月
５
日
〈
水
〉

　
　
　

13
時
〜
16
時
40
分

会
場
：
一
橋
大
学
一
橋
講
堂
（
東
京
都
千

代
田
区
一
ツ
橋 

２-

１-

２ 

学
術
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
） 

★
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
前
登
録
制
・
参
加
費
無
料

　

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
す
で
に

わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
、
そ
し
て

世
界
は
逆
戻
り
で
き
な
い
気
候
変
動
へ
の

挑
戦
の
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
気
候
変
動
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
わ
が
国
は
、
国
際
社
会
と
協
調
し

て
、
２
０
５
０
年
に
向
け
て
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

森
林
、
木
材
は
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

を
吸
収
し
、
固
定
す
る
と
い
う
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
こ
の
役
割
を
じ
ゅ
う
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森
林
総
合
研
究
所
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
下
記
案
内
よ
り
当

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
２
０
２
２
年
８
月
４
日
掲
載

木
材
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
（
セ
シ
ウ
ム

１
３
７
）
濃
度
、
増
加
の
頭
打
ち
あ
る
い
は

減
少
へ
の
転
換
を
確
認

ー
原
発
事
故
後

10
年
間
の
観
測
と
解
析

　

森
林
総
合
研
究
所
は
、　

福
島
原
発
事

故
で
汚
染
さ
れ
た
樹
木
の
木
材
・
樹
皮
中

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
（
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
：
以

下
Cs 

137
）
濃
度
を
事
故
後
１
年
目
か
ら
現
地

調
査
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
時
系
列
解
析

に
よ
っ
て
事
故
後
10
年
間
の
変
化
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　

木
材
中
の
Cs 

137
濃
度
は
事
故
後
数
年
間

で
は
一
部
の
森
林
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
多
く
の
森
林
で
増
加
が

頭
打
ち
あ
る
い
は
減
少
に
転
じ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
一
方
、
樹
皮
中
の
Cs 

137

濃
度
は
全
体
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
土
壌
か
ら
の
Cs 

137
の
吸
収
量
が
多

い
と
考
え
ら
れ
た
森
林
で
は
、
濃
度
の
減

少
率
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
森
林
で
樹
木
に
よ
る
土
壌
か
ら

の
Cs 

137
の
吸
収
と
落
葉
・
落
枝
に
よ
る
排

出
が
次
第
に
釣
り
合
っ
て
き
た
と
考
え
ら

れ
、
今
後
予
測
精
度
の
向
上
や
吸
収
特
性

の
解
明
が
進
む
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
土
壌
か
ら
の
Cs 

137
の
吸
収
が
多
い
森

林
で
は
木
材
・
樹
皮
中
の
Cs 

137
濃
度
が
高

止
ま
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
引
き
続
き

動
向
を
注
視
し
、
吸
収
の
多
寡
を
決
め
る

要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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